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開成町ひと・まち・しごと

親
子
二
代
続
く
部
品
づ
く
り

　
株
式
会
社
井
上
精
工
は
、
自
動

車
部
品
製
造
の
品
質
管
理
等
に
携

わ
っ
て
い
た
現
会
長
の
井
上
政
則

さ
ん
が
独
立
し
、
昭
和
49
年
に
創

業
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
息
子
さ

ん
が
跡
を
継
ぎ
、
２
代
目
社
長
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
や
れ
ば
で
き
る
」
と
い
う
言

葉
を
胸
に
、
様
々
な
困
難
を
乗

り
越
え
て
き
た
と
い
う
政
則
さ

ん
。

「
創
業
し
た
当
時
は
、
製
造
は

初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
勉
強
し

な
が
ら
、
鉄
か
ら
部
品
を
削
り

出
し
、
洗
浄
や
検
査
ま
で
全
て

を
一
人
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。

創
業
か
ら
２
年
半
経
っ
た
頃
、

パ
ー
ト
さ
ん
を
一
人
雇
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
」
と
、
当

時
を
振
り
返
り
ま
す
。

感
動
と
喜
び
の
モ
ノ
づ
く
り

　
鉄
、
ス
テ
ン
レ
ス
、
ア
ル
ミ
、

真
ち
ゅ
う
な
ど
と
い
っ
た
材
料

か
ら
、
主
に
車
の
エ
ン
ジ
ン
や

ブ
レ
ー
キ
に
関
連
す
る
精
密
部

品
を
切
り
だ
し
、
加
工
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
加
工
は
、
顧
客

か
ら
依
頼
の
あ
っ
た
部
品
の
設

計
書
を
基
に
、
Ｎ
Ｃ
自
動
旋
盤

と
呼
ば
れ
る
機
械
で
、
24
時
間

休
む
こ
と
な
く
生
産
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
年
間
で
約
１
千
７
百
万
個
以

上
の
部
品
が
生
産
さ
れ
、
そ
れ

ら
の
部
品
は
、
様
々
な
メ
ー
カ

ー
の
車
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
出
来
上
が
っ
た
部
品
の
中
に
は
、

精
度
±
０
・
０
１㎜
内
の
物
も
あ
り
、

と
て
も
精
密
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
で
き
あ
が
っ
た
製
品
か
ら
、

「
感
動
」
や
「
喜
び
」
を
感
じ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
モ
ノ
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
」
と
、
先

代
か
ら
続
く
モ
ノ
づ
く
り
へ
の
想

い
を
継
承
し
て
い
る
総
一
郎
さ
ん
。

さ
ら
な
る
品
質
向
上
、
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
に
向
け
、
政
則
さ
ん
と

総
一
郎
さ
ん
の
研
究
は
続
き
ま

す
。

地
域
に
根
差
し
た
会
社

　
「
井
上
精
工
の
従
業
員
の
70
％

は
、
開
成
町
民
で
す
。
従
業
員
に

は
、
会
社
の
中
だ
け
で
な
く
、
社

会
で
活
躍
で
き
る
人
材
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
」
と
、

政
則
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　
工
場
会
だ
け
で
は
な
く
、
商
工

会
に
も
所
属
し
、
あ
じ
さ
い
ま
つ

り
を
始
め
と
し
た
町
の
イ
ベ
ン
ト

に
も
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　
社
長
の
総
一
郎
さ
ん
は
、
自

治
会
の
防
災
部
長
と
し
て
、
防

災
訓
練
に
参
加
す
る
中
学
生
を

指
導
す
る
な
ど
、
地
域
で
も
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

（11）
―株式会社井上精工―
●問　企画政策課　☎84－0312

このコーナーでは、町工場会に加盟している企業を町長が訪問し、紹介します。

①加工に合わせた
機械のパーツ
②③真ちゅう棒か
ら部品を切り出す

今回訪れたのは…
モノづくりで「喜び」と「感動」を
提供する会社

株式会社　井上精工
開成町吉田島２４５０番地

★ 合同
庁舎

株式会社
井上精工

至関本 至松田

新
十
文
字
橋

至あじさいの里

右から、井上 総一郎社長、井上 政則
会長、府川町長

小畠　福

山崎　滉雅

渡部　結乃華

田代　陽大

稲野　旬

近藤　春馬

府川　咲陽子

齊藤　星那

短　歌ともしび短歌会 四月詠俳　句開成俳句会 五月吟

文　芸

近
藤
　
正
臣
　
選

大
滝
に
割
り
入
る
影
を
男
松 

足
立
ふ
み
え

豆
腐
屋
の
喇
叭
を
持
て
り
夕
薄
暑 

有
賀
　
孝
子

柿
若
葉
二
日
限
り
の
市
の
立
つ 

遠
藤
シ
ヅ
子

梅
雨
晴
間
眠
る
愛
犬
薄
目
し
て 

遠
藤
マ
ツ
エ

青
空
の
青
膨
ら
む
や
夏
立
ち
ぬ 

遠
藤
美
津
子

満
ち
足
る
る
老
木
に
し
て
柿
若
葉 

奥
津
ち
わ
き

び
つ
し
り
と
野
菜
日
誌
や
夏
に
入
る 

下
澤
　
操
子

柿
若
葉
酒
造
再
開
見
守
り
ぬ 

瀬
戸
　
悦
子

富
士
置
き
し
皐
月
の
空
や
孫
の
来
て 

濱
本
　
主
雄

黒
柿
の
芽
吹
き
満
ち
た
る
寺
の
領 

新
井
た
か
志

う
す 

め

ら
っ
ぱ

ゆ
う
は
く
し
ょ

さ 

つ
き

く
り
や

ひ

あ
か
ぎ
れ

こ
つ

ぬ
く

ほ
む
らつ

ま

あ
つ

水
ぬ
る
む
厨
に
灯
と
も
す
午
前
四
時

 

弁
当
作
り
の
皹
痛
し 

杉
本
シ
ズ
子

　
作
者
の
弁
当
作
り
は
息
子
さ
ん
の
た
め
の
毎
朝
の
日
課
。
近
頃
水
は
温
く
な
っ

た
が
皹
の
手
に
は
、
や
は
り
堪
え
る
、
と
思
い
つ
つ
勤
し
む
様
を
詠
ん
だ
歌
。

骨
つ
ぼ
の
温
き
は
焔
の
熱
な
れ
ど

 

亡
夫
の
温
き
手
吾
に
想
は
せ
る 

辻
岡
　
洋
子

　
収
骨
直
後
の
骨
壷
に
触
れ
、
そ
の
温
さ
か
ら
亡
き
ご
主
人
の
手
の
感
触
を
想

起
し
た
と
い
う
。
深
き
強
き
愛
の
絆
を
表
明
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
短
歌
と
い
え
る
。

道
歩
く
人
和
ま
せ
る
花
の
名
を

 

　
問
へ
ば
元
海
ツ
ツ
ジ
と
得
た
り 

諸
星
キ
ク
エ

　
通
行
中
、
花
に
和
ま
さ
れ
て
名
前
を
尋
ね
た
い
衝
動
を
覚
え
る
こ
と
が
あ
る
。

即
答
を
得
た
句
ま
た
が
り
の
花
の
名
の
表
記
は
、
自
然
で
違
和
感
が
な
い
。

（
指
導
）

今月の１冊今月の１冊

一〇五度
町民センター図書室

うぶごえ
４月16日から５月15日に届出のあった方で
希望された方のみ掲載しています。

佐藤　まどか
さ とう

氏　　名 保護者性別 地  区

中家村
パレット
ガーデン
牛島

上島

宮台

みなみ

中家村

下島

範明
千穂
勇樹
裕子
翔平
恵美
曜

あい
敬二
礼子

美奈子

智一
枝里子
大斗
美佳

男

男

女

男

男

男

女

男

　中学生の主人公
は、イスのデザイン
に強い関心があり、
将来の職業にした
いと考えています。

　しかし父親はデザインを趣味にとど
め、一流大学へ進学し、官僚を目指せ
と彼の夢に反対しています。
　父親の示す進路に納得できず、日々
デザインへの意欲だけが増していくな
か、父親に極秘でコンペへの参加を決
めました。
　主人公は自分の意志を曲げず、ひた
むきに取り組みます。
　この本は、今年度の中学生向けの課
題図書です。

（敬称略）

お ふく

やま ざき こう が

わた なべ ゆ の は

た しろ ひな た

いな の しゅん

こん どう はるまん

さい とう せ な

ふ かわ さ よ こ

ばた

広 告

3

町ホームページからもお送りいただけます。
HP http://www.town.kaisei.kanagawa.jp/
これまで発行した「広報かいせい」をご覧になれます！

……広報かいせいへの意見・感想は……
はがき・メール・ファックスで企画政策課

あ
か
ぎ
れ

こ
た

い
そ

あしがり郷瀬戸屋敷維持管理事業
寄付金として50万円

瀬戸屋敷ひなまつり実行委員会

Q　寄　附Q　寄　附

　広報かいせいをスマートフォン用
無料アプリ「マチイロ」で読むことが
できます。
　「マチイロ」をダウンロードし、お
好きな自治体の広報紙を登録する
ことで、毎月発行日におしらせが届
き、いつでもどこでも広報紙を読む
ことができます。
　ぜひご利用ください！

スマホアプリで
広報かいせい配信中！

あじさい公園発電所
月

2018年 1月
2月
3月
4月

269.8
448.6
849.4

1,085.8

発電量
（kwh）

消費量
（kwh）

売電量
（kwh）

売電額
（円）

17.5
17.5
17.5
17.5

57.0
213.0
522.0
830.0

2,093
7,821

19,167
30,477

※1～3月は、要定川護岸工事に伴う減水のた
　め、発電量が低下しています。

①

② ③


